
 

 

令和 7 年度事業報告書 
令和 8 年 5 月 29 日 
学校法人 修成学園 
理事長 山下 裕貴 

 
令和 7 年度の本学園の事業実績を次のとおり報告いたします。 

 
＜令和 7 年度の事業概要＞ 

多様化する社会のニーズを見据えつつ、職業教育の原点に立ち返り、修成ならではの「強み」を最大限に活かした柔

軟かつ芯のある学園運営を展開いたしました。 

教育面では、大阪芸術大学との大学併修プログラムが新たにスタートしました。また修成教育研究所を通じた資格

取得支援も進展し、在学中の 1 年生 2 名が二級建築士に最終合格するなど、多くの講座で全国平均を上回る成果を上

げ、生涯学習の拠点としても機能しております。さらに、留学生に対しても多文化共生を意識したきめ細やかなサポ

ート体制を構築しました。日々の指導が実を結び、大阪府公共建築設計コンクールにおいて留学生が 2 年連続でグラ

ンプリを受賞するなど、本学の専門教育の高さが証明されました。 

学生支援においては、教職員による「伴走型」のサポートを徹底し、進級率の向上など学生の定着に着実な改善が見

られました。進路状況も、就職内定が好調に推移したほか、大学編入や専科進学を含めた「多様な進路の実現」が目立

つ 1 年となりました。 

実践的な教育活動としては、滋賀県高島市での「サマースクール」や、大阪・関西万博会場にて他校と連携した「未

来の婚覧会」を企画するなど、産学官連携を通じて学生に社会と直接繋がる経験を提供いたしました。 

本学園は、創立 120 周年を見据えたビジョン「S Innovation 120・2030」のもと、持続可能な学園運営を目指して

おります。今後も教職員一同で教育の質を高め、未来に向けた挑戦を一層加速させてまいります。 

 

令和 7 年度のトピックスは以下の通り 

・大学併修プログラム スタート 

・「安藤忠雄展 ― YOUTH」に学生制作模型が展示 

・空間デザイン学科 タイルデザインプロジェクト～NEXT GENERATION～ 

・S ゼミ 2025（24 企業・団体協力）の開催 

・大阪 関西万博 ステージ発表 「未来の婚覧会」「大阪で紡ぐ未来」に学学連携として参加 

・衣食住専門学校コンソーシアム OSAKA 小学生・中学生を対象とした お仕事体験ミラクルの開催  

・建築施工学科 比叡山延暦寺国宝改修工事見学会 

・サマースクール 2025 実施 

・奨学金制度「建設業界サポート＆キャリアプログラム」の継続 

・卒業展 2026 ～つくる力、その先へ。～ の開催 

・建設業界の企業向けオンラインセミナー「建設人材採用の最前線」を開催 

・修成教育研究所主催の各種試験対策講座（一級.二級建築士学科試験・製図試験対策、 

1.2 級建築・土木施工管理技士 第 2 次検定対策、1 級建築・土木施工管理技士 第 1 次検定対策）の開講  
 
＜設置学校 概要＞ 
修成建設専門学校  （所在地 大阪市西淀川区大和田 5-19-30）  
学校長 見邨 佳朗 
設置学科  
建築学科 建築デジタルデザイン学科 空間デザイン学科 建築施工学科 土木工学科      
建設エンジニア学科 ガーデンデザイン学科 建築学科（夜）/建築・デザイン学科（夜）  
専科 2 級建築士科 専科 1 級建築士科 


